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熱狂コンチェルト 必聴!!チェロ3大協奏曲

Best of Orchestra The Symphony Hall
×関西4オケスペシャルコンサート

仲道郁代 ショパンを弾く ～希望と再生への祈り～

ほか

Close Up

©Concerto Winderstein

世 界 の巨 匠とともに
開館40周年シリーズ 第1弾

つ
い
に

情
報
解
禁！！

「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌

Vol.51
2 022  5月 - 7月
2 022 5/10発行
TAKE FREE



7月30日（土）2:00PM
オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2022
⇒詳しくはP21をチェック！
----------------------------------------------------------
8月7日（日）2:00PM
デビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年
上原彩子 プレミアム・リサイタル
⇒詳しくはP20をチェック！
----------------------------------------------------------
8月28日（日）2:00PM
Best of Orchestra
The Symphony Hall × 関西4オケスペシャルコンサート
Vol.1大阪交響楽団
⇒詳しくはP6～をチェック！
----------------------------------------------------------
10月9日（日）2:00PM
美しき日本のうた 秋 2022
⇒詳しくはP22をチェック！
----------------------------------------------------------
10月20日（木）7:00PM
Best of Orchestra
The Symphony Hall × 関西4オケスペシャルコンサート 
Vol.2関西フィルハーモニー管弦楽団
⇒詳しくはP6をチェック！
----------------------------------------------------------

11月3日(木・祝) 2:00PM
Best of Orchestra
The Symphony Hall × 関西4オケスペシャルコンサート
Vol.3日本センチュリー交響楽団
⇒詳しくはP7をチェック!
----------------------------------------------------------
11月6日（日）2:00PM
仲道郁代ショパンを弾く ～希望と再生への祈り～
⇒詳しくはP5をチェック！
----------------------------------------------------------
11月19日（土）2:00PM
ゲルハルト・オピッツ プレミアム ピアノ・リサイタル
⇒詳しくはP2～をチェック！
----------------------------------------------------------
12月3日（土）5:00PM
ダニエル・バレンボイム指揮 ベルリン国立歌劇場管弦楽団

（シュターツカペレ・ベルリン）大阪公演 
⇒詳しくはP3をチェック！
----------------------------------------------------------
2023.1月21日（土）2:00PM
五嶋みどりデビュー40周年×ザ・シンフォニーホール
開館40周年 特別公演
⇒詳しくはP2をチェック！
----------------------------------------------------------
2023.1月29日（日）2:00PM
Best of Orchestra
The Symphony Hall × 関西4オケスペシャルコンサート 
Vol.4大阪フィルハーモニー交響楽団 
⇒詳しくはP7をチェック！

A w e s o m e !  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r

4 0周年スペシャル公演
その他のラインナップ

※本誌に掲載しているすべての公演は、やむを得ない事情により、公演日、出演者、曲目が変更になる場合がございます。予めご了承ください。

40th Special Concert
Line Up!!

ザ・シンフォニーホール開館40周年。
「再会」と「飛躍」をテーマにした
珠玉のコンサートを開催！

2015年に開催された第17回ショパン国
際ピアノ・コンクールで第2位とソナタ賞
を受賞し、世界中から注目を集めたアム
ランの待望のリサイタルが12月に開催さ
れる。ザ・シンフォニーホールでは２０１８
年に行ったリサイタルで満員のお客様を
魅了し、万感の拍手が鳴りやまないほど、
大いに沸かせた。穏やかな人柄を現わす
ような、温かみのある美しい音色、より
いっそう深みが増した抒情的な世界を堪
能してほしい。

ハリウッド映画の収録にも参加し、全米
をはじめ、世界中をツアーして各地で完
売を果たしてきたハリウッド・フェスティ
バル・オーケストラの来演が決定！今回の
コンサートには、R&B歌手のジャッキー・
ウィルソン、チャカ・カーンらとの共演で
人気を集めてきたビリー・キングを迎え、
不朽の名作映画を彩ってきたナンバー
を次々と披露します。新春のザ・シンフォ
ニーホールにぴったりの華やかで贅沢な
ステージにご期待ください。

イギリスのケンブリッジ大学「キングズ・
カレッジ」にて1968年に結成されてから
50年以上の活動歴を誇るザ・キングズ・シ
ンガーズ。メンバー交代を経ても変わら
ぬステージ・パフォーマンスで、世界最高
のヴォーカル・アンサンブルとして人気を
博している。これまでグラミー賞を2度受
賞、英国の権威グラモフォン誌の殿堂入
りアーティストにも選ばれている。冬が深
まる季節にホットな歌声をお楽しみいた
だきたい。

※詳細は後日発表します。

※詳細は後日発表します。※詳細は後日発表します。

シャルル・リシャール＝アムラン
ピアノ・リサイタル

12/15（木）

12/11（日）

2023

1/6（金）
ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ

ニューイヤーコンサート！ザ・キングズ・シンガーズ

02	 ザ・シンフォニーホール	開館	40周年	世界の巨匠とともにシリーズ
04	 ゲルハルト・オピッツ	ピアノ・リサイタル
05	 仲道郁代	ショパンを弾く	～希望と再生への祈り～
06	 The	Symphony	Hall×関西4オケスペシャルコンサート
08	 The	Symphony	Hall×関西4オケスペシャルコンサート
	 　Vol.1大阪交響楽団
10	 熱狂コンチェルト	必聴!!	チェロ3大協奏曲	
12	 The	Symphony	Hall	Super	Brass	Vol.1
14	 沖縄復帰50周年記念	琉球交響楽団	大阪特別公演
15	 ドス・デル・フィドル	Vクラシック
16	 エリーナ・ガランチャ	リサイタル2022
17	 BBC	Proms	Japan2022
18	 関西フィル第8回親子定期演奏会	「夏休み、自由研究はこれで決まり!!」
20	 デビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年
	 上原彩子	プレミアム・リサイタル
21	 オールバッハ名曲選!!	真夏のオルガンコンサート	2022
22	 美しき日本のうた	秋	2022
24	 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール
	 ソワレ・シンフォニーVo.19&20	
	 0歳からの“光と映像で楽しむオーケストラ”	Vol.17
25	 Le	coffre	à	musique	～音楽の宝石箱～
	 Osaka	Shion	Wind	Orchestra	第143回定期演奏会
26	 ABCテレビ主催公演・イベント情報
30	 日本センチュリー交響楽団
32	 welcome	more	musicians!
33	 ホールトピックス
34	 堀江政生のシンフォニア・アワー	Vol.51
35	 Concert	Calender	2022.5～2022.7

お客様へのお願い

引き続き感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。

www.symphonyhall.jp

contents

●表紙「ゲルハルト・オピッツ	プレミアム	ピアノ・リサイタル」

Vol.51
2022.5 -7
2022.5.10発行

マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

追跡システムのご登録

来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご購
入者様とご来場者様が異なる場
合はご記入下さい。また、チケット
券面にご連絡先の記入欄がある
場合は、ご入場前に必ずご記入を
お願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）
【定型ハガキ表】531-8501	大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール	ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/	からご登録下さい。
▼	ハガキでのご登録

▼	ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
	無料！

Sinfonia会員先行予約を開始する5月19日（木）～5月26日（木）、6月11日（土）、6月
12日（日）の期間は、「お電話」と「窓口」の営業時間を10:00～18:00とさせて頂きま
す。※上記以外の営業時間は、お電話・窓口ともに11:00～16:00（火曜定休）とさせて
頂きます。
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー	チケットセンター	06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

5月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約について

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用し
ていないお座席へのご移動は、
他のお客様のご迷惑となります
ので、固くお断り致します

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードに
ご協力をお願い致します

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコードより、ご連絡先の登録をお願い致しま
す。公演ごとに、ご登録が必要です

iPhoneの方はこちら
App	Store

Androidの方はこちら
Google	Play



ダニエル・バレンボイム指揮 
ベルリン国立歌劇場管弦楽団
大阪公演

世界最高峰のアーティストが、40周年記念イヤーを迎える
ザ・シンフォニーホールに光臨する！

世界の巨匠とともに

単公演チケット先行予約：6月11日（土）
一般発売：6月12日（日）

単公演チケット先行予約：７月23日（土）
一般発売：７月31日（日）

単公演チケット先行予約：７月24日（日）　
一般発売：７月31日（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

←P4で詳しくチェック！！

前号Sinfon ia  Vo l .50の発表時から、
公演日と開演時間が変更となりました。

開館40周年記念シリーズ

ゲルハルト・オピッツ プレミアム ピアノ・リサイタル
2022.11/19（土）2:00PM

シュターツカペレ・
ベルリン

[ピアノ]ゲルハルト・オピッツ
--------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第17番 ニ短
調 op.31-2「テンペスト」／ベートーヴェン：
ピアノ・ソナタ 第21番 ハ長調 op .53「ワ
ルトシュタイン」／シューマン：「子供の情景」
op.15／シューマン：ピアノ・ソナタ 第1番 嬰
へ短調 op.11
--------------------------------------------------
SS 10,000円　S 8,000円
A 6,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[ヴァイオリン]五嶋みどり
[指揮]高関 健
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------
チャイコフスキー：イタリア奇想曲 op.45／
チャイコフスキー：幻 想 序 曲「ロメオとジュリ
エット」／チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏
曲 ニ長調 op.35
--------------------------------------------------
SS 20,000円　S 15,000円
A 13,000円　B 11,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[指揮]ダニエル・バレンボイム
[ 管 弦 楽 ] ベ ルリン 国 立 歌 劇 場 管 弦 楽 団

（シュターツカペレ・ベルリン）
--------------------------------------------------
ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68　ほか
--------------------------------------------------
SS 33,000円　S 28,000円　A 24,000円
B 18,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ベートーヴェンやリストに遡る

ドイツ・ピア ニズ ムの 正 統な

継承者オピッツ。その真髄を

示すべく、今回は得意のベー

トーヴェンとシューマンを披

露 する。ベ ートーヴェンのソ 

ナタ「テンペスト」&「ワルト

シュタイン」では流 動 性と構

築 性を。シューマンの「 子 供 

の 情 景 」とソナタ第 1 番では

知性と抒情美を、それぞれ堪

能したい。

世界最高の指揮者の一人、ダ

ニエル・バレンボイムが、ベル

リン国立歌劇場管弦楽団と共

に17年ぶりに大阪に登場。神

童ピアニストとして世に出た

後、1969年から指揮も始め

た彼は、指揮者デビュー50周

年にベルリン・フィルが「名誉

指揮者」の称号を授与したこ

とで 知られる。今 回はブラー

ムスの交 響 曲 第 1 番など、こ

の黄金コンビにふさわしい演

目を 予 定 。ザ・シ ンフォニ ー

ホールの40周年にこの上な

く豪華な花束を贈る。

大阪から世界へ羽ばたいた五嶋みどりがデビュー40周年とザ・シンフォニーホール40周年を

記 念 する特 別 公 演で 演 奏 するのは、高 関 健 指 揮日本センチュリー 響との 共 演によるチャイコ

フスキーの協奏曲。一人の人間として年を重ねるごとに存在感を増す五嶋の人間性が音楽そ

のものとなって聴く者を魅 了する。深 化し続ける五 嶋の入 魂の演 奏でザ・シンフォニーホール

の新たな歴史の1ページを彩る。

アニバーサリーにふさわしい豪華ラインナップ。世界の巨匠がザ・シンフォニーホールに登場します。
40周年記念イヤーのハイライトとなるだろうその瞬間をお見逃しなく！

 プ ラ チ ナ セ ッ ト 券 つ い に 発 売 ！！
3公演同じお座席で楽しめる「プラチナセット券」が発売決定！！ 

この40周年に、ここでしか見ることができないプレミアムコンサート全3公演。感動のシーンをお見逃しなく！
 プラチナセット券 SS 63 ,000円 

先行予約：5/22（日）　一般発売：5/28（土）

Vol .1

五嶋みどりデビュー40周年×
ザ・シンフォニーホール開館40周年
特別公演

2023.1/21（土）2:00PM

2022.12/3（土）5:00PM

Vol .3
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 世界中のファンを魅了し、
 確固たる地位を確立してきた
 巨匠による待望のリサイタル！

世 界 の巨 匠ととも に

単公演チケット先行予約：6月11日（土）  一般発売：6月12日（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

開館40周年記念シリーズ

ゲルハルト・
オピッツ

プレミアム ピアノ・リサイタル

[ピアノ]ゲルハルト・オピッツ
--------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第17番 ニ短調 op.31-2「テン
ペスト」／ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第21番 ハ長調 op.53

「ワルトシュタイン」／シューマン：「 子 供 の 情 景 」o p . 1 5／
シューマン：ピアノ・ソナタ 第1番 嬰へ短調 op.11
--------------------------------------------------------------
2022.11/19（土） 2:00PM
SS 10,000円　S 8,000円　A 6,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

©Concerto Winderstein

Vol .1
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ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ

が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
開
館

40
周
年
記
念
シ
リ
ー
ズ
「
世
界
の
巨
匠

と
と
も
に
」
に
登
場
し
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
と
シ
ュ
ー
マ
ン
と
い
う
、
彼
の
十
八

番
で
あ
る
ド
イ
ツ
音
楽
を
演
奏
す
る
。

　

１
９
５
３
年
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル

ン
州
フ
ラ
ウ
エ
ナ
ウ
に
生
ま
れ
た
オ

ピ
ッ
ツ
は
、
１
９
７
３
年
に
往
年
の
大

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン

プ
と
出
会
い
、
彼
の
も
と
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
や
協
奏
曲
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
、
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
の

音
楽
的
伝
統
を
受
け
継
ぐ
。
１
９
７
７

年
、
第
２
回
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ル
ー
ビ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
１

位
を
獲
得
。
１
９
８
１
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ

70
歳
に
な
る
オ
ピ
ッ
ツ
の

ド
イ
ツ
音
楽
の
真
髄

ン
」
を
、
そ
し
て
、
得
意
と
す
る
シ
ュ
ー

マ
ン
の
作
品
か
ら
「
子
供
の
情
景
」
と

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
１
番
を
取
り
上
げ

る
。「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
は
難
聴
か
ら
ハ
イ

リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
を
書
い
た

頃
の
作
品
で
あ
り
、「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ

イ
ン
」
は
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
交
響

曲
第
３
番
「
英
雄
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

雄
大
で
力
強
い
傑
作
で
あ
る
。 

シ
ュ
ー

マ
ン
の
「
子
供
の
情
景
」
は
、
誰
も
が

聴
い
た
こ
と
の
あ
る
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」

を
含
む
、
親
し
み
や
す
い
小
品
集
。
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
１
番
は
、
結
婚
前
の

シ
ュ
ー
マ
ン
が
ク
ラ
ラ
に
献
呈
し
た
情

熱
的
な
作
品
。
来
年
70
歳
に
な
る
オ

ピ
ッ
ツ
が
昔
と
変
わ
ら
な
い
粒
立
ち
の

よ
い
美
し
い
音
で
円
熟
の
境
地
を
、
そ

し
て
ド
イ
ツ
音
楽
の
真
髄
を
、
聴
か
せ

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

（
文　

山
田
治
生
）

ン
国
立
音
楽
大
学
で
開
学
以
来
最
年
少

の
教
授
と
な
っ
た
。

　

バ
ッ
ハ
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
レ
パ
ー

ト
リ
ー
は
広
い
が
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ

音
楽
へ
の
造
詣
が
深
く
、
厳
格
か
つ

ク
リ
ア
な
音
楽
作
り
に
よ
る
演
奏
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に 

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
、
ロ
ン
ド
ン
交
響
楽
団
、
ボ

ス
ト
ン
交
響
楽
団
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
、 

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
な
ど
世
界
最
高
峰
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。
１
９
９
４
年

に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
趣
味
講
座
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
を
弾
く
」
の
講
師
を
務
め
、
日

本
で
も
人
気
が
高
い
。
２
０
０
５
年
か

ら
２
０
０
８
年
に
か
け
て
東
京
で
開
催

し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
全
曲
演
奏
会
や
２
０
１
５
年
か

ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
取
り
組
ん
だ

シ
ュ
ー
マ
ン
×
ブ
ラ
ー
ム
ス
連
続
演
奏

会
が
絶
賛
を
博
す
。
昨
年
末
も
東
京
の

紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
ユ
ベ
ー
ル
・
ス
ダ
ー

ン
＆
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
全
曲

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ピ
ア
ノ
独
奏

版
を
含
む
全
６
曲
）を
２
晩
で
弾
き
切
っ

た
。

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
Ｃ
Ｄ
に

全
集
の
録
音
も
残
し
、彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
い
う
べ
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
か
ら
第
17
番
「
テ
ン
ペ

ス
ト
」
と
第
21
番 

「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
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ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
は
、
１
９ 

８
７
年
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
界
の
第
一
線
を
走
り
続
け
て
い
る
。

演
奏
へ
の
あ
く
な
き
探
求
心
、
よ
く
練

り
上
げ
ら
れ
た
企
画
、
教
育
活
動
に
も

た
ず
さ
わ
る
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

裾
野
を
力
強
く
広
げ
て
き
た
。
そ
の
長

年
に
わ
た
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、
令
和

三
年
度
に
文
化
庁
長
官
表
彰
と
文
化
庁

芸
術
祭
「
大
賞
」
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
、

大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
仲

道
の
デ
ビ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
地
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
彼
女
の
演
奏
活
動
の

原
点
と
言
っ
て
も
よ
い
。
今
年
１
月
に

は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
久

し
ぶ
り
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
、
多

く
の
音
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
11
月
、
仲
道
は
再
び
ザ・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
催
す
る
。

　

1
月
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
オ
ー
ル
・

[ピアノ]仲道郁代
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
《オール・ショパン・プログラム》 ポロネーズ 第1番 op.26-1 嬰ハ短調／ポロネーズ 
第2番 op.26-2 変ホ短調／12の練習曲 op.10-12 ハ短調「革命のエチュード」／
12の練習曲 op.10-3 ホ長調「別れの曲」／バラード 第1番 op.23 ト短調／ワルツ 
第1番 op.18 変ホ長調「華麗なる大円舞曲」／ノクターン 第1番 op.9-1 変ロ短調
／ノクターン 第2番 op.9-2 変ホ長調／ノクターン 第3番 op.9-3 ロ長調／アンダン
テ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ op.22 変ホ長調
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.11/6（日） 2:00PM
全席指定 4,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

仲道郁代
ショパンを
弾く
～希望と再生への祈り～

©Kiyotaka Saito

仲道郁代 ショパンを弾く ～希望と再生への祈り～Review

新
た
な
素
顔
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す

オ
ー
ル
・シ
ョ
パ
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム

先行予約：5/19（木）　一般発売：5/21（土）

繊
細
な
感
受
性
を
通
し
て

作
曲
家
の
心
の
裡
に
鋭
く
迫
る

や
「
別
れ
の
曲
」
な
ど
別
れ
や
激
情
を

鍵
盤
で
表
わ
し
た
作
品
が
披
露
さ
れ
る
。

そ
し
て
後
半
は
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の

よ
う
な
華
や
か
な
響
き
に
始
ま
る
《
華

麗
な
る
大
円
舞
曲
》
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の

ノ
ク
タ
ー
ン
の
影
響
が
色
濃
い
初
期
の

《
３
つ
の
夜
想
曲
》
作
品
９
な
ど
、
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
創
作
が

並
ぶ
。

　

異
郷
の
地
で
、
誇
り
高
き
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
寄
せ
る
シ
ョ
パ
ン
の
思
い
、
そ
し

て
音
楽
家
と
し
て
パ
リ
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
彼
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
情

を
、
仲
道
は
熱
く
描
き
尽
し
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

（
文　

道
下
京
子
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

た
。
今
回
は
オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
は
、
仲
道

に
と
っ
て
活
動
の
大
き
な
柱
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ョ

パ
ン
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
い
。

早
い
時
期
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
・
レ
ー

ベ
ル
と
契
約
し
た
彼
女
は
、
多

く
の
シ
ョ
パ
ン
作
品
の
ア
ル
バ
ム
を
リ

リ
ー
ス
し
て
き
た
。
仲
道
は
、
長
く
弾

き
続
け
て
い
る
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を

掘
り
下
げ
、
そ
の
新
た
な
素
顔
を
鮮
や

か
に
彫
琢
す
る
。
さ
ら
に
、
シ
ョ
パ
ン

の
時
代
の
楽
器
で
の
演
奏
を
通
し
、
作

品
の
新
た
な
解
釈
を
試
み
る
な
ど
、
彼

女
の
知
的
な
関
心
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。
繊
細
な
感
受
性
を
通
し

て
作
曲
家
の
心
の
裡
に
鋭
く
迫
る
そ
の

姿
勢
は
、
仲
道
な
ら
で
は
。
特
に
シ
ョ

パ
ン
演
奏
で
は
、
彼
の
音
楽
に
特
有
の

高
貴
な
情
趣
を
丁
寧
に
引
き
出
し
、
豊

か
な
叙
情
性
と
と
も
に
し
っ
と
り
と
し

た
美
し
い
響
き
で
聴
く
者
を
魅
了
す
る
。

　

シ
ョ
パ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ

育
ち
、
後
半
生
を
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
し

た
作
曲
家
。
11
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
二
十
歳
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
離
れ
て

パ
リ
へ
向
か
う
頃
か
ら
、
の
ち
に
恋
人

と
な
る
作
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と

出
会
う
頃
ま
で
の
、
彼
の
20
代
前
半
の

創
作
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
リ
サ
イ

タ
ル
前
半
で
は
、「
革
命
の
エ
チ
ュ
ー
ド
」
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記念イヤーに贈る、
日本が誇る鬼才・巨匠指揮者との最強タッグ。

ホールの歴史に新たに刻まれる
4つの名演を見逃せない！

文：渡辺 謙太郎

［指揮］秋山和慶
---------------------------------------------------------------------------
ベルリオ－ズ：「ロ－マの謝肉祭」序曲／ドビュッシー：牧神の午後への
前奏曲／ベルリオーズ：幻想交響曲
---------------------------------------------------------------------------

［指揮］飯守泰次郎
---------------------------------------------------------------------------
ワ－グナ－：歌劇「タンホイザ－」序曲
ブルックナ－：交響曲 第4番「ロマンティック」
---------------------------------------------------------------------------

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念
プラチナセット券大好評発売中！！ Best of Orchestra 

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jpS 7,500円　A 6,500円　B 5,500円  （税込） 
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333  [主催]ザ・シンフォニーホール／オフィスアルカディア

      ×
関西4オケスペシャルコンサート

大阪交響楽団

大阪フィルハーモニー
交響楽団

関西フィルハーモニー
管弦楽団

日本センチュリー
交響楽団

躍動!! 気鋭 原田慶太楼のバーンスタイン

華麗!! 尾高忠明の緻密な「英雄の生涯」 感動!! 飯守泰次郎 渾身のブルックナー

円熟!! 秋山和慶のフランス音楽

先行予約：5月19日（木）　一般発売：5月21日（土）

［指揮］原田慶太楼
［ソプラノ］森谷真理　［バリトン］大西宇宙
---------------------------------------------------------------------------
バーンスタイン：「キャンディード」序曲／交響曲 第1番「エレミア」／

『ウエスト・サイド・ストーリー』より “シンフォニックダンス”　ほか
---------------------------------------------------------------------------

［指揮］尾高忠明
---------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第5番「運命」
R.シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」
---------------------------------------------------------------------------

2021年に東響・正指揮者に就任した気鋭・原田慶太楼。今回は大阪響との共演で、ア

シスタントとして長年研鑽を積んだことで縁の深いアメリカの代表的作曲家バーンスタ

インを取り上げる。メトロポリタン歌劇場でも大成功を収めた名ソプラノ・森谷真理らと

共演する交響曲第1番や「ウエスト・サイド・ストーリー」。そして、あまりにも有名な「キャ

ンディード」序曲と「シンフォニックダンス」を並べ、聴き手に真っ向勝負を挑む!

2018年から音楽監督に就任し、関西クラシック音楽界を牽引する尾高忠明&大阪フィ

ルによる注目公演。今回は彼ららしく、ベートーヴェンの交響曲「運命」とR.シュトラウス

の交響詩「英雄の生涯」という王道プログラムが選ばれた。就任初年度に交響曲全曲演

奏を行うなど、尾高にとってベートーヴェンは実に思い入れの深い作曲家。R.シュトラウ

スも度々取り上げ、録音も行っている十八番なので、充実の新境地に期待大。

関西フィルを指揮するのは、2001~11年に常任指揮者を務め、現在も桂冠名誉指揮

者として関わりの深い飯森泰次郎。今回は、新国立劇場をはじめとした名門オペラハウ

スで長年辣腕を振るった彼らしく、ワーグナー「タンホイザー」序曲で高らかに幕開け。

そしてメインを飾るのが、過去に同フィルとチクルスも行った十八番のブルックナーより

交響曲「ロマンティック」。壮大な音楽絵巻に全身で酔いしれたい。

ミュージックアドバイザーを務める巨匠・秋山和慶と日本センチュリー響との強力タッグ

が再び実現。オール・フランス・プログラムで、両者の持ち味である洗練された音楽性を

披露する。冒頭と最後には、来年が生誕220周年にあたることで話題のベルリオーズ

が残した傑作として名高い序曲と交響曲を配置。「ローマの謝肉祭」序曲の疾走感も、

「幻想交響曲」のダイナミズムも、最良のフォルムと色彩感を描き出すことだろう。

The Symphony Hall×関西4オケスペシャルコンサート 全4公演の通しチケットが発売中！

全４公演すべて同じお座席でお楽しみいただけます。

特典として各公演のマエストロ全員のサイン入り色紙をプレゼント！

ザ・シンフォニー チケットセンターでのみ発売！販売期間が限られておりますので、この機会に是非ご購入下さい！

プラチナセット券  30,000円（税込）※特典つき
◎特典は、各公演当日の休憩中・終演後に1Fロビー（L1）にて、チケット同封の引換券と交換させていただきます。

2022

8/28（日）

2:00PM 開演

2023

1/29（日）

2:00PM 開演

2022

10/20（木）

7:00PM 開演

2022

11/3（木・祝）

2:00PM 開演

先行予約：5月19日（木）　一般発売：5月21日（土）先行予約：7月21日（木）　一般発売：7月31日（日）

発売中

K e i t a r o
H a r a d a

Kazuyoshi
Ak iyama

T a i j i r o
I i m o r i

Ta d a a k i
O t a k a
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Best of Orchestra
　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
拠
点

に
、
独
自
の
サ
ウ
ン
ド
づ
く
り
に
心
血

を
注
い
で
き
た
在
阪
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

ホ
ー
ル
開
館
40
周
年
を
祝
っ
て
４
オ
ケ

が
個
性
を
競
い
合
う
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ

ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
×
関
西
４
オ

ケ
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
今

夏
か
ら
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
ス
タ
ー
ト
す

る
。
第
１
弾
は
、
活
躍
目
覚
ま
し
い
原

田
慶
太
楼
が
指
揮
す
る
大
阪
交
響
楽
団

だ
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ
ス
、
ど
ち

ら
も
大
切
。
僕
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
音

楽
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
熱
く
語

る
原
田
慶
太
楼
。
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ー
ジ

ア
州
の
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
音
楽
＆
芸
術
監
督
と
東
京
交
響

楽
団
正
指
揮
者
の
ポ
ス
ト
に
就
き
、
日

米
を
行
き
来
す
る
日
々
を
送
っ
て
い

る
。
こ
の
冬
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
五
輪
番
組
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
だ
っ
た
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ｔ（
ミ

レ
イ
）
が
歌
う
「
Ｆ
ｌ
ｙ 

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
」

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
を
指
揮
し
た
こ
と

で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
以
外
に
も
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
Ｊ

ポ
ッ
プ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
東
京
で
生

ま
れ
育
ち
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
に
通
い
、
先
輩
に
は
宇
多
田
ヒ

カ
ル
や
ｍ
‐
ｆ
ｌ
ｏ
（
エ
ム
・
フ
ロ
ウ
）

の
メ
ン
バ
ー
ら
後
の
ポ
ッ
プ
ス
タ
ー
も

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念

The Symphony Hall × 関西4オケスペシャルコンサート

「
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
僕
の
原
点
」

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
音
楽
を
理
想
と
す
る

指
揮
者 

原
田
慶
太
楼

K e i t a r o  H a r a d a

い
た
。
そ
の
学
校
で
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ウ
エ
ス
ト
･
サ
イ

ド
･
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
見
た
こ
と
が
、

音
楽
人
生
の
幕
開
け
。

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
っ
こ
い
い
！　

ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
か
っ
こ
い
い
！　

そ

う
思
っ
た
の
が
全
て
の
始
ま
り
で
す
」

　

サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、フ
ル
ー

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
を
習
得
し
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ピ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
憧
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
芸
術

高
校
へ
留
学
。
そ
こ
で
吹
奏
楽
の
世
界

で
も
名
高
い
指
揮
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

フ
ェ
ネ
ル
に
出
会
っ
て
指
揮
者
を
志
す

よ
う
に
な
っ
た
。

　

思
い
立
っ
た
ら
、
た
だ
ち
に
行
動
す

る
。
恩
師
の
１
人
で
も
あ
る
巨
匠
ロ
リ

ン
・
マ
ゼ
ー
ル
に
は
、
自
ら
電
話
を
か

け
て
想
い
を
伝
え
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
。
そ
の
マ
ゼ
ー

ル
が
口
に
し
た
「
嫌
わ
れ
始
め
た
ら
、

本
当
の
芸
術
家
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
を
、

今
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
貫
け
ば
、

嫌
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
。
お

客
さ
ん
に
好
か
れ
る
よ
う
に
演
奏
し
た

ら
、
そ
れ
は
単
な
る
偽
物
。
も
し
も
嫌

わ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
自
分
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
安

全
を
と
る
よ
り
、
リ
ス
ク
を
と
っ
た
音

楽
の
方
が
、
聴
い
て
い
る
方
も
演
奏
し

て
い
る
方
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
知
る
と
、
今

回
の
選
曲
が
一
段
と
説
得
力
を
増
す
。

　

お
も
ち
ゃ
箱
の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
な

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
序
曲
か
ら
、「
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

よ
く
知
ら
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン

バ
ー
ま
で
。オ
ー
ル・バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
心
華
や
ぐ
音
楽
の
中

に
、
シ
リ
ア
ス
な
交
響
曲
第
１
番
「
エ

レ
ミ
ア
」
を
据
え
た
。

　
「
歌
の
あ
る
『
エ
レ
ミ
ア
』
は
あ
ま

り
演
奏
さ
れ
る
機
会
が
な
く
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
ソ
プ
ラ
ノ
が
歌
え
る

人
も
そ
う
い
な
い
。
で
も
、
今
回
大
事

だ
っ
た
の
は
ホ
ー
ル
の
40
周
年
記
念
で

あ
り
、
ホ
ー
ル
の
響
き
を
ど
う
活
か
す

か
と
い
う
こ
と
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

「
嫌
わ
れ
た
ら
本
当
の
芸
術
家
」

恩
師
マ
ゼ
ー
ル
の
言
葉
を
胸
に

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：荒川 潤

ホ
ー
ル
は
楽
器
が
よ
く
響
く
印
象
が
あ

る
け
れ
ど
、
声
も
相
性
が
い
い
。
だ
か

ら
『
エ
レ
ミ
ア
』
は
い
い
と
思
っ
た
し
、

歌
付
き
の
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
を
や
ろ

う
と
思
っ
た
。
森
谷
真
理
さ
ん
な
ら
歌

え
る
確
信
が
あ
る
し
、
僕
の
仲
良
し
の

タ
カ
オ
キ（
大
西
宇
宙
さ
ん
）も
ト
ニ
ー

の
歌
に
合
う
と
思
う
。
今
の
僕
に
す
ご

く
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
」

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
芸
術
。

ど
ち
ら
も
成
功
し
た
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

は
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
音
楽
の
世
界
を

愛
す
る
原
田
の
理
想
と
一
致
す
る
。

　
「
僕
の
音
楽
の
原
点
で
あ
る
バ
ー
ン

ス
タ
イ
ン
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
人
。

僕
も
共
通
点
を
感
じ
ま
す
。
僕
は
ア

メ
リ
カ
の
伝
統
あ
る
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
・

ポ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
い
て
、

ポ
ッ
プ
ス
の
重
要
性
も
可
能
性
も
見
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
日
本

に
持
ち
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
印
象

は
、「
演
奏
家
に
と
っ
て
居
心
地
の
い
い

ハ
ッ
ピ
ー
な
ホ
ー
ル
」
だ
と
語
る
。

　
「
今
回
は
、
ホ
ー
ル
か
ら
お
客
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
コ
ン

サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
。
そ
ん
な
ふ
う
に

捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
カ
ラ
ー
が
違
う
４
人
の
指
揮
者
が
、

全
く
タ
イ
プ
の
違
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
挑

む
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
更

[指揮]原田慶太楼
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発売中

カラーが違う４人の指揮者が、
全くタイプの違うプログラムで挑む。
ザ・シンフォニーホールの更なる可能性を
感じ取ることができるはず

な
る
可
能
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
。
だ
か
ら
セ
ッ
ト
で
聴
い
て
く

だ
さ
い
！
」

　

ホ
ー
ル
と
４
オ
ケ
の
未
来
を
う
ら
な

う
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

原
田
が
指
揮
す
る
大
阪
交
響
楽
団
の
情

熱
の
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
祝
祭
空
間

を
華
や
か
に
彩
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文　

出
水
奈
美
）

Vo.1
大阪交響楽団

大阪交響楽団

Interview

米
国
で
ポ
ッ
プ
ス
の
可
能
性
を
体
感

日
本
に
も
持
ち
込
み
た
い

演
奏
家
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
ホ
ー
ル
が

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
す
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熱 狂コンチェルト
必聴!! チェロ3大協奏曲

を
弾
い
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
拝
見
し

た
時
に
も
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
芯
の

強
い
、
な
ん
て
お
い
し
そ
う
な
音
を
出

す
人
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
宮
田
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
だ
け
で
な

く
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
や
ギ
タ
ー
、
人
形
劇

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ
で

お
名
前
を
見
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
大

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

で
指
導
さ
れ
て
い
る
時
も
言
葉
の
引
き

出
し
が
多
く
て
わ
か
り
や
す
く
、
説
得

力
が
あ
る
。
そ
れ
が
演
奏
に
も
表
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

横
坂　

晴
真
く
ん
の
演
奏
は
２
０
２
０

年
に
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で
リ

サ
イ
タ
ル
を
聴
い
た
時
、
会
場
を
包
み

こ
む
よ
う
な
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
あ
の

集
中
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も

ク
レ
バ
ー
で
、
た
と
え
難
し
い
作
品
で

あ
っ
て
も
自
分
を
見
失
う
よ
う
な
と
こ

ろ
が
な
い
の
も
頼
も
し
い
。

大
ち
ゃ
ん
と
は
中
学
の
頃
か
ら
顔
な
じ

み
で
、
高
校
か
ら
は
同
じ
桐
朋
な
の
で

あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
す
が
、
彼
は

チ
ェ
リ
ス
ト
の
ひ
と
つ
の
理
想
型
。
も

う
と
っ
く
に
完
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
け

れ
ど
、
そ
れ
を
更
に
大
き
く
し
な
が
ら

進
ん
で
い
る
か
ん
じ
で
す
。

人
気
シ
リ
ー
ズ
「
熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

の
必
聴
企
画
「
チ
ェ
ロ
３
大
協
奏
曲
」。

日
本
が
誇
る
若
手
ト
ッ
プ
・
チ
ェ
リ
ス

ト
３
人
が
集
結
。ハ
イ
ド
ン
、エ
ル
ガ
ー
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
傑
作
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
に
挑
む
！

―
―
こ
の
３
人
を
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
て

３
つ
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
を
い
っ
ぺ
ん
に

楽
し
め
る
豪
華
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

本
日
、
こ
う
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た

め
に
一
堂
に
会
す
る
の
も
稀
有
な
機
会

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
皆
さ
ん

全
員
が
〝
寅
年
（
年
男
）〞
と
い
う
共
通

点
も
あ
り
ま
す
ね
。

宮
田 

大　

今
、
初
め
て
知
り
ま
し
た

（
笑
）。
源
ち
ゃ
ん
と
は
同
級
生（
１
９
８ 

６
年
生
ま
れ
）
で
す
が
、
ま
さ
か
晴
真

く
ん
（
１
９
９
８
年
生
ま
れ
）
と
ひ
と

ま
わ
り
も
違
う
な
ん
て
…

横
坂 

源　

そ
う
、
僕
も
驚
き
ま
し
た
！ 

何
と
な
く
５
歳
く
ら
い
の
差
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
！ 

と
て
も
落
ち
着
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
。

佐
藤
晴
真　

と
ん
で
も
な
い
で
す
…

（
笑
）。

―
―
な
る
ほ
ど
（
笑
）。
せ
っ
か
く
な
の

で
こ
の
際
、お
互
い
の
こ
と
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
た
い
で
す
！　

佐
藤　

横
坂
さ
ん
と
は
今
年
の
１
月
に

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館
で
ブ
ラ
ー
ム
ス

と
レ
ー
ガ
ー
の
弦
楽
六
重
奏
曲
を
ご
一

緒
し
た
の
が
初
め
て
。
以
前
、
ジ
ャ
ン

＝
ギ
ア
ン
・
ケ
ラ
ス
さ
ん
と
共
演
し
て

バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
１
番

宮
田　

晴
真
く
ん
は
自
分
よ
り
〝
大
人
〞

に
思
う
事
が
あ
る
。
チ
ェ
ロ
の
こ
と
何

で
も
知
っ
て
そ
う
で
す
し
、
最
初
の
一

音
か
ら
彼
だ
と
わ
か
る
〝
色
〞
を
持
っ

て
い
る
。
凄
い
刺
激
を
い
っ
ぱ
い
く
れ

る
存
在
で
す
。
一
方
で
源
ち
ゃ
ん
と
は

沢
山
の
想
い
出
が
あ
っ
て
、
特
に
高
１

の
時
に
小
澤
征
爾
さ
ん
の
指
揮
で
ハ
イ

ド
ン
の
協
奏
曲
を
二
人
で
分
担
し
て
弾

い
た
コ
ン
サ
ー
ト
（
桐
朋
学
園
音
楽
部

門
創
立
50
周
年
記
念
）
の
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
彼
が
弾
き
始
め
た
瞬
間

に
ス
テ
ー
ジ
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
、
吸
い
込
ま
れ
そ
う
に

な
っ
た
。
あ
れ
以
来
、
少
し
も
ブ
レ
て

い
な
い
気
が
し
ま
す
。

―
―
で
は
、
今
回
そ
れ
ぞ
れ
が
演
奏
さ

れ
る
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

佐
藤　

ハ
イ
ド
ン
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
は

第
２
番
も
有
名
で
す
が
、
自
分
は
断
然
、

１
番
派
。
エ
レ
ガ
ン
ト
で
華
や
か
さ
も

あ
り
、
そ
れ
で
い
て
第
３
楽
章
は
超
難

曲
で
ク
レ
イ
ジ
ー
。
途
中
の
第
２
楽
章

だ
け
ヘ
長
調
に
な
っ
た
り
す
る
の
も
い

い
。
ま
だ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
を
残
し
つ
つ

も
全
体
が
魅
力
に
溢
れ
て
、
少
し
も
古

く
さ
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
。

横
坂　

チ
ェ
ロ
協
奏
曲
を
書
い
て
い
た

頃
の
エ
ル
ガ
ー
は
病
床
に
あ
っ
て
、
お

ま
け
に
第
一
次
世
界
大
戦
で
精
神
的
な

ダ
メ
ー
ジ
も
受
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
つ
つ
、
４
つ

の
楽
章
で
ひ
と
つ
の
物
語
を
作
る
の
で
、

長
い
フ
レ
ー
ズ
を
大
切
に
し
て
ド
ラ
マ

の
流
れ
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
弾

き
た
い
で
す
ね
。

宮
田　

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
チ
ェ
ロ
協

奏
曲
は
チ
ェ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
試
金
石
。

第
１
楽
章
は
出
番
ま
で
が
長
く
、
こ
れ

か
ら
自
分
が
弾
く
主
題
を
他
の
楽
器
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
先
に
提
示
す
る
の
を

聴
き
な
が
ら
待
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

間
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
時

間
で
す
ね
。
第
２
楽
章
で
引
用
す
る
歌

曲
に
込
め
ら
れ
た
想
い
、
第
３
楽
章
の

リ
ズ
ム
と
旋
律
も
素
敵
で
す
が
、
最
後

は
チ
ェ
ロ
ら
し
く
厳
か
に
歌
い
上
げ
て

終
え
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
託
す
と
こ
ろ
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

―
―
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
そ
し
て
、
共
演
す
る
日
本

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
魅
力
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤　

昨
年
の
９
月
に
久
石
譲
さ
ん
の

指
揮
で
エ
ス
ト
ニ
ア
の
現
代
作
曲
家
レ

ザ・シンフォニーホールの人気シリーズ「熱狂コンチェルト」。シリーズ最 新となる12月には、
日本を代表するチェリスト3人が登場することで、話題を集めています。

今 号では宮田 大、横坂 源、佐藤晴真の集合インタビューをお届けします！

横 坂  源 　 佐 藤 晴 真 　 宮 田  大

熱狂コンチェルト 必聴!! チェロ3大協奏曲Interview

先行予約：5/19（木）　一般発売：5/21（土）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：鈴木久美子

ポ
・
ス
メ
ラ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
演
奏

し
ま
し
た
が
、
や
は
り
日
本
屈
指
の
響

き
の
美
し
さ
を
誇
れ
る
ホ
ー
ル
だ
と
思

い
ま
し
た
。個
人
的
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
降
り
て
控
え
室
に
戻
る
と
こ
ろ
の
絨

毯
な
ど
の
お
洒
落
で
ダ
ン
デ
ィ
な
雰
囲

気
も
大
好
き
で
す
。日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

に
は
知
り
合
い
も
多
く
、
大
阪
の
美
味

し
い
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
を
紹
介
し
て

く
れ
た
り
す
る
の
も
嬉
し
い
で
す（
笑
）。

横
坂　

も
う
何
度
も
ス
テ
ー
ジ
に
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
小
さ
い
音

か
ら
大
き
な
音
ま
で
無
理
せ
ず
に
自
在

に
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の

良
さ
は
、
他
の
ど
の
大
き
な
ホ
ー
ル
よ

り
も
抜
き
ん
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
の
で
、
今
回
も
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
大
い
に
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

宮
田　

自
分
が
敢
え
て
伝
え
る
ま
で
も

な
い
こ
と
で
す
が
、
大
き
な
ホ
ー
ル
な

の
に
お
客
さ
ん
と
の
距
離
感
が
近
く
、

ホ
ー
ル
全
体
が
ひ
と
つ
の
楽
器
に
な
っ

た
み
た
い
な
一
体
感
が
生
ま
れ
る
特
別

な
場
所
で
す
。
そ
し
て
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り
な
が
ら
、

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
感
覚
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

[チェロ]宮田 大、横坂 源、佐藤晴真
[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
----------------------------------------------------------------
ハイドン：チェロ協奏曲 第1番 ハ長調 Hob.Vllb:1 【佐藤晴真】
エルガー：チェロ協奏曲 ホ短調 op.85 【横坂 源】
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104 【宮田 大】
----------------------------------------------------------------
2022.12/17（土） 2:00PM
S 7,800円　A 6,800円　B 5,800円 （税込）
[お問合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

日本が誇るチェリストたちが一挙に登場！ 一瞬も目が離せない3大コンチェルト。

曲
目

Interview

す
。
同
じ
チ
ェ
ロ
で
も
、
演
奏
者
そ
れ

ぞ
れ
の
〝
声
〞
が
あ
る
、
そ
の
違
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
。
３
人
で
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

（
取
材
・
文
：
東
端
哲
也
）
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あ
げ
る
べ
く
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
展
開
す

る
。
心
躍
る
音
楽
と
カ
ラ
フ
ル
か
つ
幻

想
的
な
映
像
で
、
盛
り
上
が
る
こ
と
必

至
だ
。

　

指
揮
を
務
め
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル 

音
楽
総
監
督
の
喜
多
弘
悦
と

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
楽
団
長 

石
井
徹
哉
は
、

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
に
つ
い
て
「
ど
の
世
代
の

お
客
様
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
、
愛

さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
す
」
と
意
気
込

む
。

　

よ
り
多
く
の
お
客
様
か
ら
〝
め
っ

ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
〞
の
声
を
頂
け
る
よ

う
に
―
―
７
月
23
日
、
つ
い
に
幕
が
開

け
る
！

Vol .1
ミュージカル音楽

　

開
館
40
周
年
を
迎
え
る
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
、
新
た
な
シ
リ
ー

ズ
公
演
が
誕
生
！ 

Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｓ
ｈ

ｉ
ｏ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ

ａ
（
以
下
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
）
と
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
共
同
企
画
で
始
動

す
る
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ

ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
」（
以

下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
）。

　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
メ
ン
バ
ー
と
関
西
を

中
心
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一

堂
に
集
結
し
、
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
全

員
が
〝
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
〞
を
体
感
で

き
る
よ
う
な
、
ス
リ
リ
ン
グ
か
つ
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広

げ
て
い
く
。

開館40周年の
ザ・シンフォニーホールに新たに誕生！

お客様はもちろん奏者も
スタッフもみんなで

“めっちゃ楽しい”を合言葉に、
エネルギッシュなステージを

お届けします！

The Symphony Hall Super Brass  Vol.1 ザ・シンフォニーホール スーパーブラスInterview

先行予約：5/19（木）　一般発売：5/21（土）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
（
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ

ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ

ａ
ｎ
ｄ
）
や
弦
楽
合
奏
団
な
ど
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
立
ち
上
げ

て
き
た
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、

実
は
長
年
密
か
に
吹
奏
楽
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し

て
い
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
の
コ

ロ
ナ
禍
で
一
時
断
念
。
２
年
が
経
っ
た

現
在
も
未
だ
コ
ロ
ナ
終
息
の
見
通
し
が

つ
か
な
い
な
か
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
制

限
で
演
奏
機
会
が
激
減
し
た
精
鋭
と
と

も
に
、
今
こ
そ
〝
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
発
見
し
た
い
！
〞
と
い
う
思
い
が

満
ち
た
。
そ
し
て
、
や
る
か
ら
に
は
コ

ロ
ナ
禍
へ
の
鬱
憤
を
ド
カ
―
―
ン
と
晴

ら
す
よ
う
な
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
シ
ョ
ー
を
目
指
し
て
い
く
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
毎
回
テ
ー
マ

を
決
め
て
開
催
す
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

現
代
音
楽
、ポ
ッ
プ
ス
、ロ
ッ
ク
、映
画
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
て
愛
さ
れ
る
〝
み
ん
な
が
大
好
き
な

音
楽
〞
を
お
届
け
し
て
い
く
。

　

第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
し
て
、『
レ・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』、『
ラ

イ
オ
ン・キ
ン
グ
』『
マ
ン
マ・ミ
ー
ア
！
』

『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』
な
ど
、
不
朽
の
人

気
作
品
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
曲
を
揃

え
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を

[指揮]喜多弘悦
[吹奏楽]The Symphony Hall Super Brass
----------------------------------------------------------------------
美女と野獣／アラジン／レ・ミゼラブル／オペラ座の怪人／ライオン・キン
グ／マンマ・ミーア！　そのほか、ミュージカル音楽が盛りだくさん！
----------------------------------------------------------------------
2022.7/23（土） 2:00PM
全席指定 6,600円 （税込）
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー 06-6372-4583
ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]大阪アートエージェンシー

プロジェクションマッピングとともに演奏する
エンターテインメントショー！

ⓒ飯島 隆

関
西
を
中
心
に
活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
結

実
は
長
年
、密
か
に

計
画
を
し
て
い
た

第
１
回
目
は
人
気
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
ば
か
り

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
に
―
―

今
後
の
テ
ー
マ
に
も
期
待
！

ザ・シンフォニーホール
スーパーブラス
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縄
で
プ
ロ
活
動
の
場
が
な
く
、
他
の
都

道
府
県
に
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
。「
地
元
に
音
楽
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
整

え
た
い
」
と
い
う
祖
堅
の
思
い
に
大
友

が
共
感
、
設
立
構
想
が
始
動
し
た
。

大
友
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
、
16
年
に
は
音
楽
監
督
に
就
任
。

団
員
８
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
現
在
は
40

名
が
在
籍
、
沖
縄
本
島
か
ら
離
島
な
ど

沖
縄
地
域
で
年
間
約
80
公
演
を
数
え
る

ま
で
に
成
長
し
た
。
昨
年
、
満
員
の
聴

衆
の
中
〝
は
じ
め
て
の
東
京
公
演
〞
を

成
功
さ
せ
、
今
回
2
度
目
の
東
京
公
演

に
続
き
、
大
阪
に
初
登
場
す
る
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

序
曲
の
後
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
清
水
和
音

を
迎
え
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏
曲

を
演
奏
。
そ
し
て
後
半
に
、
琉
球
交
響

楽
団
の
代
表
曲
『
沖
縄
交
響
歳
時
記
』。

沖
縄
の
四
季
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
四
季

折
々
の
行
事
や
風
習
な
ど
琉
球
王
朝
時

代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
文
化
が
、

全
６
楽
章
の
交
響
組
曲
に
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。
作
曲
は
大
友
が
依
頼
し
た
萩

森
英
明
。
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る
楽
し

い
雰
囲
気
、
沖
縄
の
祝
祭
の
高
揚
感
な

ど
が
表
現
さ
れ
、
民
族
楽
器
を
さ
り
げ

な
く
取
り
入
れ
な
が
ら
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
。
大
海
原
を
渡

る
風
と
海
の
匂
い
、
青
い
空
と
ま
ぶ
し

い
太
陽
の
光
…
。
沖
縄
を
語
る
1
曲
か

[指揮]大友直人　[ピアノ]清水和音
[管弦楽]琉球交響楽団
----------------------------------------------------------------------------
ブラームス：大学祝典序曲／チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番／萩森
英明：沖縄交響歳時記（沖縄の四季折々の豊かな風物や風習を織り込み、
最終楽章にカチャーシーを取り入れ“島人魂”を詰め込んだ全6楽章からな
る大作）
----------------------------------------------------------------------------
2022.6/5（日） 3:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]吉本興業

沖縄復帰50周年記念

琉球交響楽団
大阪特別公演

沖縄復帰50周年記念 琉球交響楽団 大阪特別公演Review

沖
縄
の
光
と
風
に
満
ち
あ
ふ
れ

「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」す
る
交
響
楽
団
、初
登
場
！

　

今
春
ス
タ
ー
ト
し
た
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
が
人
気
だ
。
青

い
海
と
空
、
そ
し
て
お
い
し
そ
う
な
沖

縄
料
理
の
数
々
。
６
月
、
そ
の
沖
縄
か

ら
四
季
折
々
の
文
化
を
音
楽
で
描
く
交

響
楽
団
が
や
っ
て
く
る
。
琉
球
交
響
楽

団
。
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
の
特
別
公

演
で
、
大
阪
で
は
初
の
開
催
と
な
る
。

　

琉
球
交
響
楽
団
は
２
０
０
１
年
に
結

成
さ
れ
た
、
沖
縄
初
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
。
始
ま
り
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

で
首
席
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
を
務
め
た

祖
堅
方
正
が
90
年
に
郷
里
の
沖
縄
県
立

芸
術
大
学
の
教
授
に
就
任
し
、
94
年

に
大
友
直
人
が
同
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
指
揮
し
た
時
か
ら
。
当
時
は
才
能

あ
る
若
手
を
育
て
て
も
、
卒
業
後
は
沖

沖
縄
の
四
季
を
音
楽
に
乗
せ
て

琉
球
交
響
楽
団
が
初
め
て
大
阪
へ

指
揮 

大
友
直
人

ピ
ア
ノ 

清
水
和
音

©Rowland Kirishima

©Mana Miki

©Rikimaru Hotta 琉球交響楽団

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中 ら
そ
の
空
気
を
体
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

創
立
20
周
年
を
迎
え
た
楽
団
だ
が
、

「
現
在
も
安
定
し
た
活
動
に
必
要
な
財

政
基
盤
を
築
け
ず
、
間
違
い
な
く
日
本

一
苦
し
く
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
楽
団
で
す
」
と
大
友
。「
そ
れ
に
も

関
わ
ら
ず
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
粘
り

強
さ
と
柔
軟
性
に
富
ん
だ
魅
力
的
な
演

奏
で
、
着
実
に
力
強
く
素
晴
ら
し
い
歴

史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
琉
球
交
響
楽
団

の
音
楽
へ
の
熱
い
思
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」。

　

沖
縄
で
生
き
る
楽
団
員
た
ち
の
思
い

が
こ
も
っ
た
、
琉
球
交
響
楽
団
に
し
か

奏
で
ら
れ
な
い
熱
い
演
奏
。
劇
場
が
一

気
に
沖
縄
の
風
に
包
ま
れ
る
、
ま
さ
に

「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
す
る
（
心
が
ド
キ
ド

キ
す
る
）、感
動
の
時
間
を
共
有
し
た
い
。
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〝
魅
せ
る
〞
実
力
派
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
、
石
田
泰
尚
と
﨑
谷
直
人
に
よ
る
ド

ス
・
デ
ル
・
フ
ィ
ド
ル
は
２
０
２
０
年

に
始
動
。
﨑
谷
は
今
年
３
月
末
ま
で
神

奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
、
同
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
石
田
と
と
も
に

楽
団
を
牽
引
し
て
き
た
。
今
号
で
は
こ

の
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
﨑
谷
に
話
を

訊
い
た
。

　
「
僕
は
ギ
タ
ー
も
好
き
な
ん
で
す
。

布
袋
寅
泰
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
〝
ギ

タ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
〞
の
よ
う
な
存
在
っ
て
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
は
な
か
な
か
い
な
い
。

だ
か
ら
よ
り
多
く
の
人
に
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
も
っ
と
カ
ッ
コ
い
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ユ
ニ
ッ
ト
に
し
た
い

と
い
う
想
い
が
一
番
に
あ
り
ま
す
」

　

ユ
ニ
ッ
ト
を
組
む
石
田
に
つ
い
て
は

こ
う
語
る
。

　
「
石
田
さ
ん
は
一
見
コ
ワ
モ
テ
で
す

[ヴァイオリン]石田泰尚、﨑谷直人
[チェロ、ギター]伊藤ハルトシ
[ピアノ]園田涼
--------------------------------------------------------
紅（X JAPAN）／ロマンス（PENICILLIN）／END OF　
SORROW(LUNA SEA) ／グロリアス（GRAY）  ほか
--------------------------------------------------------
2022.8/20（土） 2:00PM
全席指定 5,500円 （税 込）
[お問い合わせ]Mitt：03-6265-3201
[主催]日本コロムビア株式会社／
ザ・シンフォニーホール

ドス・デル・フィドル
D O S  D E L
F I D D L E S

Vクラシック

ドス・デル・フィドル VクラシックInterview

石田泰尚＆﨑谷直人
最強ユニットが新たな
クラシック音楽の
可能性を切り拓く！

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

﨑
谷
直
人

日
本
の
ロ
ッ
ク
は
い
つ
か

取
り
上
げ
た
い
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た

の
好
き
な
曲
が
並
ぶ
。

　
「
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
《
四
季
》
っ
て

ロ
ッ
ク
な
ん
で
す
よ
。
ロ
ッ
ク
を
聴
く

一
番
の
楽
し
み
は
、
そ
の
生
き
様
に
触

れ
る
こ
と
。
こ
う
い
う
音
だ
か
ら
ロ
ッ

ク
だ
と
か
ポ
ッ
プ
ス
だ
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
で
は
な
い
。《
四
季
》
は
当
時
、

ど
れ
だ
け
ロ
ッ
ク
な
発
想
だ
っ
た
だ
ろ

う
と
！
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
を
最
初
に
聴

い
た
当
時
の
人
が
味
わ
っ
た
感
覚
っ
て
、

度
肝
抜
か
れ
る
よ
う
な
、
相
当
な
も
の

だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
僕
も
そ
う
い

う
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

最
後
に
、読
者
の
皆
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
ド
ス
・
デ
ル
・
フ
ィ
ド
ル
初
の
大

阪
公
演
を
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
カ
ッ

コ
良
さ
を
ぜ
ひ
体
感
し
に
来
て
く
だ
さ

い
！
」

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

発売中

が
、
そ
れ
で
い
て
と
て
も
繊
細
な
音
を

出
す
稀
有
な
存
在
で
す
し
、
頼
も
し
い

存
在
で
す
ね
」

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
V
ク
ラ
シ
ッ
ク
」。

　
「
僕
は
ロ
ッ
ク
、
特
に
日
本
の
ロ
ッ
ク

が
大
好
き
で
、
い
つ
か
と
り
上
げ
た
い

と
思
っ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
」

　

﨑
谷
は
一
度
だ
け
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

辞
め
る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
時
、
手
に
し
た
の
が
ギ
タ
ー
だ
っ

た
と
い
う
。

　
「
17
歳
の
頃
だ
っ
た
か
…
15
歳
か
ら

ケ
ル
ン
の
大
学
に
通
っ
て
い
て
、
そ
こ

に
は
今
、
世
界
で
活
躍
す
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
通
っ
て
い
た
の

で
す
が
、〝
競
争
〞
と
い
う
か
…
疲
れ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
ん
な

な
か
、
Ｔ
．Ｍ
．Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
や
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
音
楽
に
憧
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
を
買
っ
て
、
弾
い
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
」

　

8
月
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伊
藤
ハ
ル

ト
シ
と
園
田 

涼
と
も
共
演
す
る
。

　
「
違
う
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
演
は
、
刺
激
に

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
機
会
を
ド
ス
・

デ
ル
・
フ
ィ
ド
ル
で
も
今
後
ど
ん
ど
ん

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

コ
ン
サ
ー
ト
前
半
に
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
の
《
四
季
》
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
ロ
ッ
ク
調
で
披
露
す
る
予
定
だ

と
い
う
。
そ
し
て
後
半
に
は
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
や
Ｘ 
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
な
ど
、
﨑
谷

Interview
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オペラ界の頂点を
走り続けるディーバが、

待望の来日！

　

こ
れ
ほ
ど
美
し
く
響
く
メ
ゾ
・
ソ
プ

ラ
ノ
が
、
ほ
か
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ

の
声
は
絹
の
よ
う
に
な
め
ら
か
で
、
光

沢
が
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
こ
の
う

え
な
く
上
等
な
絹
を
、
緻
密
か
つ
大
胆

に
織
り
上
げ
る
。

　

エ
リ
ー
ナ
・
ガ
ラ
ン
チ
ャ
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
現
代
最
高
の
メ
ゾ
・
ソ
プ

ラ
ノ
の
一
人
だ
が
、
と
り
わ
け
、
い
ま

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
し
て
い
る
曲̶

す
な

わ
ち
、
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
歌
わ
れ
る

曲
に
お
い
て
は
、
彼
女
の
右
に
出
る
歌

手
は
想
像
が
つ
か
な
い
。

　

技
巧
的
な
役
、
リ
リ
ッ
ク
な
役
か
ら

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
役
ま
で
、
軽
々
と

歌
い
こ
な
し
、
な
に
を
歌
っ
て
も
、
ど

ん
な
に
強
く
表
現
し
て
も
、
極
上
の
響

き
と
や
わ
ら
か
さ
が
失
わ
れ
な
い
。
そ

こ
に
美
し
い
舞
台
姿
と
エ
レ
ガ
ン
ト
な

立
ち
居
振
る
舞
い
が
加
わ
り
、
登
場
す

る
や
い
な
や
、
観
る
人
の
心
を
確
実
に

奪
っ
て
し
ま
う
。
ガ
ラ
ン
チ
ャ
の
主
戦

場
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
、
英

ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立

歌
劇
場
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
と
い
っ
た

世
界
に
冠
た
る
一
流
歌
劇
場
で
、
彼
女

が
歌
う
と
な
る
と
世
界
中
か
ら
人
が
集

[メゾソプラノ]エリーナ・ガランチャ
[ピアノ]マルコム・マルティノー
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ビゼー：《カルメン》から『ハバネラ』　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2022.7/1（金） 7:00PM
SS 17,000円　S 13,000円
A 11,000円　B 9,000円 （税込）
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]読売テレビ／テイト・コーポレーション／
リバティ・コンサーツ／ザ・シンフォニーホール

©Gregor Hohenberg/DG

エリーナ・ガランチャ リサイタル2022Review

完
璧
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
支
え
ら
れ
、

望
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る

ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
》
の
サ
ン
ト
ゥ
ッ
ツ
ァ

な
ど
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
役
に
移
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
劇
的
な

役
を
歌
っ
て
も
、
彼
女
の
声
は
美
し
さ

と
ま
ろ
や
か
さ
を
少
し
も
失
わ
な
い
。

激
し
い
感
情
や
複
雑
な
心
理
も
、
光
沢

を
い
っ
そ
う
増
し
た
深
い
響
き
で
歌
い

上
げ
、
ほ
か
の
だ
れ
が
歌
う
よ
り
役
に

説
得
力
を
与
え
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ガ

ラ
ン
チ
ャ
の
声
が
、
完
璧
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
望
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

　

理
想
的
な
成
熟
を
経
て
、
名
実
と
も

に
キ
ャ
リ
ア
の
頂
点
に
登
り
つ
め
た
い

ま
実
現
す
る
、
久
し
ぶ
り
の
来
日
。

　

絶
頂
期
の
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
の
芸
術
を
味

わ
え
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
。

（
文　

香
原
斗
志
）

発売中

ま
り
、
チ
ケ
ッ
ト
争
奪
戦
が
勃
発
す
る
。

　

母
国
は
バ
ル
ト
三
国
の
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
。
１
９
７
６
年
、
首
都
リ
ガ
で
合
唱

指
導
者
の
父
、
著
名
な
歌
手
で
あ
っ

た
母
の
も
と
に
生
を
享
け
た
。
だ
が
、

１
９
９
０
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独

立
す
る
以
前
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
は
、
多

く
の
人
が
生
活
に
困
難
を
強
い
ら
れ
た

と
い
う
。
飽
食
の
国
の
住
人
が
忘
れ
て

し
ま
っ
た
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
は
、
そ
こ

で
培
わ
れ
た
よ
う
だ
。
生
地
の
音
楽
院

を
皮
切
り
に
ウ
ィ
ー
ン
や
ア
メ
リ
カ
で

も
学
び
、
１
９
９
９
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ

に
お
け
る
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
す
る
と
と
も
に
、プ
ロ
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
開
始
。
短
期
間
で
評
価
を
確
立

し
、
２
０
０
３
年
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌

劇
場
や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
に
抜
擢

さ
れ
て
以
来
、
オ
ペ
ラ
界
の
頂
点
を
走

り
続
け
て
い
る
。

　

彼
女
の
歌
は
キ
ャ
リ
ア
の
初
期
か
ら

本
物
だ
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
深
く
、

や
わ
ら
か
く
歌
い
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
歌

唱
至
難
の
技
巧
的
な
フ
レ
ー
ズ
を
正
確

に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
軽
や
か
に
歌
い

上
げ
た
。
そ
の
表
現
に
は
隙
も
緩
み
も

な
く
、
完
璧
と
言
う
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

い
ま
、
声
に
深
み
を
増
し
て
き
た
ガ

ラ
ン
チ
ャ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
ビ
ゼ
ー

《
カ
ル
メ
ン
》
の
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
は
も

ち
ろ
ん
と
し
て
、サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
《
サ

ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
》
の
デ
リ
ラ
、
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
《
ド
ン
・
カ
ル
ロ
》
の
エ
ボ
リ

公
女
、マ
ス
カ
ー
ニ
《
カ
ヴ
ァ
ッ
レ
リ
ア・
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「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
し
た
こ
と
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
活
動
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
ね
」。

　

２
０
０
２
年
、
世
界
最
高
峰
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
日
本
人
史
上
初
、
女
性
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
初
め
て
上
原
彩
子
が
制

し
た
こ
と
は
、
驚
き
を
も
っ
て
伝
え
ら

れ
、
大
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
あ
れ
か

ら
20
年
。
日
本
を
代
表
す
る
名
手
と
し

[ピアノ]上原彩子
---------------------------------------------------------------------
シューマン：幻想小曲集 op.12（夕べに／飛翔／なぜ／気まぐれ／夜に
／寓話／夢のもつれ／歌の終わり／リスト：ピアノ・ソナタ ロ短調 S.178 
/ R.21／ムソルグスキー：組曲「展覧会の絵」
---------------------------------------------------------------------

2022.8/7（日） 2:00PM
全席指定 5,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

上原彩子
デビュー20周年×
ザ・シンフォニーホール開館40周年

プレミアム・リサイタル

デビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年 上原彩子 プレミアム・リサイタルReview

節
目
と
な
る
リ
サ
イ
タ
ル
は
、

上
原
の
世
界
に
ぐ
っ
と
引
き
込
ま
れ
る
傑
作
ぞ
ろ
い

ピ
ア
ノ 

上
原
彩
子

魅
力
あ
ふ
れ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

選
曲
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
ま
さ
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の〈
飛

翔
〉
が
繊
細
に
描
か
れ
た
傑
作
だ
。
演

奏
会
冒
頭
に
置
か
れ
た
こ
の
作
品
か

ら
、
聴
衆
は
上
原
の
世
界
に
ぐ
っ
と
引

き
込
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

近
年
は
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
に
も
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
を
通
常
の
ピ
ア
ノ
を

弾
く
際
に
も
い
か
す
な
ど
、
飽
く
な
き

探
求
も
続
け
て
い
る
。
今
後
は
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ま
だ
弾
い
た

こ
と
の
な
い
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
第
４
番

の
協
奏
曲
な
ど
も
手
掛
け
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
、
そ
の
活
動
は
ま
だ
ま
だ

広
が
り
を
み
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

上
原
と
ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
節
目
と
な
る
注
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
を

今
か
ら
心
待
ち
に
し
た
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
良
好
な
音
響
で
味

わ
う
上
原
の
ピ
ア
ノ
は
格
別
な
も
の
に

な
ろ
う
。

　
「
大
き
な
ホ
ー
ル
で
こ
そ
良
さ
が
伝

わ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
選
ん
で
い
ま
す

の
で
、
ピ
ア
ノ
１
台
で
奏
で
る
管
弦
楽

の
よ
う
な
響
き
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
」
と
い
う
上
原
の
言
葉
通
り
、
ま

ず
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
選
曲
さ
れ
た
。
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
の
《
展
覧
会
の
絵
》
だ
。
上

原
が
長
年
弾
き
こ
ん
で
深
化
さ
せ
て
き

た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
も
あ
る
。
庶
民
に

寄
り
添
い
、
野
性
味
あ
ふ
れ
る
大
地
の

香
も
感
じ
ら
れ
る
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
な

ら
で
は
の
名
作
だ
。

　

続
い
て
、
上
原
が
ぜ
ひ
弾
き
た
い
と

考
え
て
い
た
リ
ス
ト
の
大
作
で
あ
る
ロ

短
調
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
が
選
ば
れ
た
。

　
「
リ
ス
ト
に
は
絵
画
的
な
作
品
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
ソ
ナ
タ
で
表
現
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
と
て
も
壮
大
で
哲
学

的
だ
と
思
い
ま
す
。
抽
象
的
な
内
容
が
、

規
模
の
大
き
な
構
造
の
中
に
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
ね
」。

　

そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の

シ
ュ
ー
マ
ン
の
《
幻
想
小
曲
集
》
も
楽

し
み
だ
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
上
原
が
こ
よ

な
く
愛
す
る
作
曲
家
で
も
あ
り
、
彼
女

は
「
シ
ュ
ー
マ
ン
の
音
は
と
て
も
あ
た

た
か
い
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
お
客
様
に
、

柔
和
な
感
情
が
す
ぐ
手
に
取
る
よ
う
に

伝
わ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
曲
で
す
」

と
語
る
。〈
気
ま
ぐ
れ
〉〈
夢
の
も
つ
れ
〉

て
、
着
実
に
活
動
の
幅
を
広
げ
、
円
熟

味
を
増
し
て
い
る
上
原
が
、
デ
ビ
ュ
ー

20
周
年
記
念
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す

る
。
折
し
も
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
開
館
40
周
年
と
重
な
り
、
両
者
の
歩

み
を
改
め
て
振
り
返
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
る
。

　

昨
年
8
月
に
は
、「
熱
狂
の
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」
と
題
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
第
1
番
の
協
奏
曲
を

弾
き
、
満
場
の
聴
衆
か
ら
喝
采
を
浴
び

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
ザ
・
シ
ン
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オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート 2022

ALL BACH

美しく煌 び や か な 旋 律 に 、バッハ の 世 界 の 奥 深 さを 知 る
　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
夏
の

人
気
企
画
「
オ
ー
ル
バ
ッ
ハ
名
曲
選
!! 

真
夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」。
年
に

一
度
、
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
こ
と
で
、
毎

年
多
く
の
オ
ル
ガ
ン
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
。

照
り
つ
け
る
夏
の
太
陽
か
ら
逃
れ
、
涼

や
か
な
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
る
豪
奢
な
オ

ル
ガ
ン
の
音
色
で
、
心
和
ら
ぐ
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

７
年
連
続
の
開
催
と
な
る
こ
の
恒
例

企
画
に
は
、
毎
年
個
性
豊
か
な
実
力
派

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
迎
え
て
好
評
を
博
し

て
き
た
が
、
今
年
は
イ
タ
リ
ア
出
身
の

二
コ
ラ
・
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
が
登
場
す

る
。

　

オ
ル
ガ
ン
の
本
場
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
で
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
プ
ロ
カ
ッ

チ
ー
ニ
は
、
２
０
１
７
年
の
ア
ガ
テ
ィ
ー

ト
ロ
ン
チ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

第
2
位
、
翌
年
難
関
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ

国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
優

勝
し
た
経
歴
を
持
つ
、
26
歳
の
期
待
の

若
手
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
昨
年
よ
り
札
幌

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
の

第
22
代
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
活

動
中
だ
。

　

毎
年
、
才
能
豊
か
な
若
手
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
招
聘
し
て
い

る
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
専

属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
２
度
招
い
て
大
成

功
を
お
さ
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今

ALL BACH オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2022Review

第
22
代
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

ニ
コ
ラ・プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ

7
年
目
を
迎
え
る
、夏
恒
例

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
前
奏
曲
と
フ
ー

ガ
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
３
５
」、「
小
フ
ー
ガ
Ｂ
Ｗ

Ｖ
５
７
８
」
と
い
っ
た
、
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
の
定
番
曲
か
ら
、「
い
と
高
き

と
こ
ろ
に
い
ま
す
神
に
の
み
栄
光
あ
れ
」

の
Ｂ
Ｗ
Ｖ
６
７
６
、６
６
３
と
い
っ
た
晴

れ
や
か
な
曲
想
ま
で
、
バ
ッ
ハ
の
魅
力

を
存
分
に
堪
能
で
き
る
豊
か
な
曲
目
が

並
ぶ
。

　
「
私
に
と
っ
て
大
事
な
バ
ッ
ハ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
瞬
間

を
、
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
」

―
―
プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
イ

ス
・
ク
ー
ン
社
製
の
オ
ル
ガ
ン
で
、
バ
ッ

ハ
の
世
界
の
奥
深
さ
を
多
彩
な
音
色
、

響
き
で
表
現
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

[オルガン]ニコラ・プロカッチーニ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ：前奏曲とフーガ ト短調 BWV 535／いと高きところにいます神にのみ栄光あれ 
BWV 676／フーガ ト短調「小フーガ」 BWV 578／バビロン川のほとりに BWV 653b／
トリオ・ソナタ 第5番 ハ長調 BWV 529／いと高きところにいます神にのみ栄光あれ BWV 
663／フーガ ハ短調 BWV 575／汝イエスよ、いま天より降りたもうや BWV 650／幻想
曲 ト長調 BWV 572
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.7/30（土） 2:00PM 
全席指定 3,000円 （税込） ※休憩なし。約60分のコンサートです。
[お問い合わせ] ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

ザ・シンフォニーホールのパイプオルガンは、透明感のある明

瞭な音が特徴で、3732本のパイプから成り、3段の鍵盤と

低いパイプを鳴らす足鍵盤、音色を調整する54のステップ

があります。パイプオルガンが奏でる壮大で幻想的なバッハ

のオルガン音楽をザ・シンフォニーホールの豊かな響きの中

で聴くのは、格別の心地良さ！バッハに詳しくなくても、毎年

オルガンの音色の虜になるお客様が多数!! 年に一度、真夏

に一夜限りとなります。素敵な思い出にぜひ!!

オルガンコンサート
初体験の方にもおススメ！
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同
級
生
た
ち
と
自
転
車
で
紅
葉
を
見

に
行
っ
た
の
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
箕
面
は
滝
も
綺
麗
で
す
し
、
お

猿
さ
ん
に
出
会
え
る
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
よ
」

―
―
「
美
し
き
日
本
の
う
た　

秋
」
シ

リ
ー
ズ
は
３
度
目
の
ご
出
演
と
な
り
、

毎
回
好
評
を
博
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
の
凝
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
選
曲

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
初
回
は
秋
を
主
題
に
し
た
曲
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
を
調
べ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
歌
を
探
し
て
選
曲
し
ま
し

た
が
、
３
回
目
な
の
で
、
秋
に
こ
そ
自

　

美
し
い
立
ち
姿
か
ら
、
そ
の
場
の

空
気
を
ぱ
っ
と
華
や
か
に
す
る
デ
ィ
ー

ヴ
ァ
の
オ
ー
ラ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
日

本
を
代
表
す
る
ソ
プ
ラ
ノ
と
し
て
人

気
、
実
力
を
兼
ね
備
え
て
い
る
幸
田

浩
子
。
内
外
の
檜
舞
台
で
数
々
の
オ
ペ

ラ
の
主
役
を
歌
い
、
喝
采
を
浴
び
て
き

た
が
、
洗
練
さ
れ
た
日
本
歌
唱
に
も

定
評
が
あ
り
、
昨
年
に
続
き
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
「
美
し
き
日
本

の
う
た 

秋 

２
０
２
２
」
に
登
場
す
る
。

ピ
ア
ノ
は
藤
満
健
。

―
―
大
阪
府
豊
中
市
出
身
の
幸
田
さ
ん

に
と
っ
て
、
大
阪
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
に

は
格
別
の
思
い
が
お
あ
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
大
阪
に
く
る
と
懐
か
し
く
、
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
し
、
客
席
の
お

客
様
が
、
み
な
親
戚
か
友
達
の
よ
う

に
思
え
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
本
番
前
に

袖
に
い
る
と
き
に
客
席
か
ら
聞
こ
え
る

声
や
雰
囲
気
も
と
て
も
大
阪
ら
し
い

で
す
し
、
演
奏
後
に
、
こ
と
の
ほ
か
大

き
な
音
の
盛
大
な
拍
手
を
く
だ
さ
る

の
も
大
阪
な
ら
で
は
で
す
ね
」

―
―
秋
に
訪
れ
る
の
に
お
勧
め
の
大
阪

の
名
所
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

　
「
高
校
生
ま
で
豊
中
に
い
ま
し
た
の

で
、
秋
に
な
る
と
必
ず
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
、
紅
葉
で
有
名
な
箕
面
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

分
も
聴
き
た
い
う
た
を
選
ん
で
み
ま
し

た
。
大
好
き
な
山
田
耕
筰
の
歌
曲
の

中
か
ら
、《
野
薔
薇
》《
か
ら
た
ち
の
花
》

《
曼
珠
沙
華
》
と
い
っ
た
花
の
世
界
を

描
い
て
い
る
曲
目
で
始
め
て
、
さ
ら
に

綺
麗
な
秋
の
空
や
俯
瞰
し
た
秋
の
情

景
の
作
品
な
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入

れ
ま
し
た
」

―
―
大
正
時
代
の
い
わ
ば
流
行
歌
で
も

あ
る
中
山
晋
平
の
《
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
》、

「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
何

度
も
繰
り
返
さ
れ
る
心
温
ま
る
歌
詞

に
よ
る
川
口
耕
平
の
《
よ
か
っ
た
》
な

ど
、
幸
田
さ
ん
な
ら
で
は
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「《
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
》
は
お
好
き
な

方
が
ほ
ん
と
う
に
多
く
て
、
と
て
も

人
気
が
あ
る
曲
な
ん
で
す
。
こ
う
い
っ

た
懐
か
し
い
う
た
と
今
の
う
た
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。《
よ
か
っ
た
》
は
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
も
し
て
い
る
大
好
き
な
作
品
で
す
。

ウ
ィ
ー
ン
に
い
た
と
き
、
こ
の
曲
を
紹

介
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
何
度
も
歌
っ
て

い
ま
す
。
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
名

作《
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
》は
、

以
前
は
歌
詞
カ
ー
ド
を
お
配
り
し
て
、

お
客
様
と
ご
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
ま
た
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
曲
は
、
ピ
ア
ノ
の
藤
満
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
伴
奏
も
と
て
も
素
敵
で
、

最
後
に
《
笹
の
葉
さ
ら
さ
ら
》
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
さ
り
げ
な
く
使
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
皆
様
の
願
い
が
か
な
う
よ

う
に
、
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ピ
ア
ノ
に
も
ご

注
目
く
だ
さ
い
」

―
―
幸
田
さ
ん
は
、
ウ
ィ
ー
ン
は
じ
め

国
際
舞
台
も
数
多
く
経
験
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
の
歌
唱
は
ベ
ル
カ
ン
ト

の
歌
唱
と
は
何
か
違
い
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
も
と
も
と
西
洋
音
楽
も
日
本
の
う

た
も
子
供
の
頃
か
ら
同
時
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

3年連 続で登場となる幸田浩 子が、今 秋も「美しき日本のうた」公演に登場。
永く愛され歌われ続けてきた抒 情歌、愛唱歌をあますことなくお届けします。
美しく、温かく、ファンの心に響く幸田浩 子の歌 声をじっくり堪能してください。

Starr ing 

ソプラノ 幸田浩子
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撮影：鈴木久美子
が
、
私
の
中
で
は
、
日
本
語
の
う
た
も

他
の
言
語
の
う
た
と
は
ま
っ
た
く
一
緒

で
す
ね
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
上
で
も
変
わ

り
な
く
、
人
の
体
か
ら
出
て
く
る
〈
う

た
〉
を
表
現
す
る
と
い
う
姿
勢
は
変

わ
り
ま
せ
ん
」

―
―
大
阪
を
演
奏
会
で
訪
れ
る
際
に
、

何
か
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
ご
当
地
の
名
物
な

ど
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
「
大
阪
で
の
仕
事
で
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
は
、
た
こ
焼
き
を
食
べ
に

行
く
こ
と
で
す
。
大
阪
に
来
る
と
必

ず
食
べ
る
ん
で
す
が
、
な
ぜ
か
東
京
で

食
べ
る
よ
り
断
然
お
い
し
く
感
じ
る
か

ら
不
思
議
で
す
ね
（
笑
）。
ま
た
、
た

こ
焼
き
よ
り
も
ふ
っ
く
ら
し
て
い
て
お

出
汁
で
い
た
だ
く
明
石
焼
き
も
、
ま
だ

の
方
は
ぜ
ひ
召
し
上
が
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
か
ら
今
井
の
き
つ
ね
う
ど

ん
も
と
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
」

＊
＊
＊

　

取
材
中
、
優
雅
な
身
の
こ
な
し
と

よ
く
響
く
美
声
に
、
思
わ
ず
う
っ
と
り

し
て
し
ま
う
瞬
間
が
多
か
っ
た
が
、
気

さ
く
な
一
面
も
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
た
幸

田
。
大
阪
の
秋
を
彩
る
極
上
の
歌
声

を
満
喫
す
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　
「
秋
と
い
う
素
敵
な
季
節
に
、
皆
様

と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
と
も

に
共
鳴
す
る
時
間
を
持
て
る
こ
と
を

今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
（
幸
田

浩
子
）」

（
取
材
・
文　

伊
藤
制
子
）

[ソプラノ]幸田浩子
[ピアノ]藤満健
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/9（日） 2:00PM
全席指定4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

秋
に
こ
そ
自
分
も
聴
き
た
い
う
た
。

懐
か
し
い
う
た
、今
の
う
た
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
秋
の
風
物
詩
。

い
つ
の
日
も
日
本
人
の
心
を
癒
す
う
た

大
阪
に
く
る
と
懐
か
し
く
、

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

皆
様
の
願
い
が
か
な
う
よ
う
に
、

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る

〈
う
た
〉を
表
現
す
る
と
い
う

姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん

「
こ
の
道
」

「
野
薔
薇
」

「
か
ら
た
ち
の
花
」

「
曼
珠
沙
華
」

「
薔
薇
の
花
に
心
を
こ
め
て
」

「
ち
い
さ
い
秋
見
つ
け
た
」

「
美
し
い
秋
」

「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」

「
宵
待
草
」　

「
里
の
秋
」

「
浜
辺
の
歌
」

「
初
恋
」

「
ふ
る
さ
と
の
」

「
よ
か
っ
た
」

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

ほ
か

曲
目

Interview
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P I C K  U P  C O N C E R T

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

０
歳
児
の
お
子
様
か
ら
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
み
ん
な
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

生
演
奏
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

の
煌
び
や
か
な
演
出
を
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー

ト
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
た
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
！
し
か
し
、
当
初
は
３
月
に
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
じ
く
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
延
期
に
。
振
替
公
演
が
９
月
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

　

こ
の
待
望
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、〝
だ
い
す
け
お

兄
さ
ん
〞
の
愛
称
で
絶
大
な
人
気
を
誇
る

横
山
だ
い
す
け
が
ゲ
ス
ト
出
演
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ
『
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
』
で

は
、
番
組
史
上
歴
代
最
長
の
９
年
間
〝
歌
の

お
兄
さ
ん
〞
を
務
め
上
げ
、
日
本
中
で
愛
さ

れ
て
き
た
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
憧
れ
の
存

在
。
心
を
グ
ッ
と
掴
む
歌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
、
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
《
だ
い
す
け
お
兄
さ
ん

の
歌
遊
び
コ
ー
ナ
ー
》
と
題
し
て
、「
こ
い

ぬ
の
ビ
ン
ゴ
」「
に
じ
の
む
こ
う
に
」
を
。

そ
の
他
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
め
る
「
ぼ

よ
よ
ん
行
進
曲
」
な
ど
。
さ
ら
に
は
、
映

画
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
や
『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
』
の
交
響
組
曲
、

映
画
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
』

の
テ
ー
マ
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
！
最
初
か
ら

最
後
ま
で
、
お
子
様
が
夢
中
に
な
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

※
３
月
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
お

客
様
は
、そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

2年ぶり復活！待望の開催！
ゲスト“だいすけお兄さん”と一緒に楽しもう！
[ゲスト]横山だいすけ　[指揮]松元宏康　[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J・ウィリアムズ：映画「スター・ウォーズ」より “メインテーマ ／【だいすけお兄さんの歌遊びコーナー】アメリカ民謡：こいぬのビン
ゴ ★／坂田おさむ：にじのむこうに ★／アンダーソン：壊れた時計（シンコペーティド・クロック）、タイプライター／ロジャース（青
島編）：映画「サウンド・オブ・ミュージック」より “サウンド・オブ・ミュージック”／【みんなで歌おう！！】中西圭三：ぼよよん行進曲 ★
／杉本竜一：ビリーブ ★／J・ウィリアムズ：映画『ハリーポッター』交響組曲 　★=だいすけお兄さんが参加します。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.9/17（土） 11:00AM／2:00PM
全席指定 4,000円 （税込／ 大人・子供均一料金） ※乳幼児のお子様も（お膝の上でも）必ず座席券をご購入ください。
[お問い合わせ]大阪交響楽団チケットセンター 072-226-5522
[主催]公益社団法人大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

Le coffre à musique ～音楽の宝石箱～

0歳児からの“光と映像で楽しむオーケストラ” Vol.17

　

大
阪
フ
ィ
ル
が
一
流
演
奏
家

と
共
に
珠
玉
の
ソ
ワ
レ
（
夜
公

演
）
に
誘
う
人
気
シ
リ
ー
ズ
が
、

２
０
２
２
年
も
二
度
に
渡
り
開
催

さ
れ
る
。

　

６
月
の
「
Ｖ
ｏ
ｌ
．19
」
は
、
鬼

才
・
大
植
英
次
が
指
揮
す
る
オ
ー

ル
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。
疾
風
怒

濤
の
交
響
曲 
第
７
番
に
加
え
、
日

本
を
代
表
す
る
名
手
・
小
山
実
稚

恵
が
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
ピ
ア
ノ

協
奏
曲 

第
5
番
が
予
定
さ
れ
て
お 

り
、
洗
練
さ
れ
た
対
話
に
酔
い
し

れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

10
月
の
「
Ｖ
ｏ
ｌ
．20
」
も
同
じ

く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
、
円
熟
の
マ

エ
ス
ト
ロ
・
大
友
直
人
が
、
交
響

曲 

第
3
番
「
英
雄
」
を
端
正
な
伽

藍
と
し
て
彫
琢
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人

初
優
勝
を
飾
っ
た
上
原
彩
子
が
ソ

ロ
を
弾
く
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
３

番
も
楽
し
み
だ
。

本シリーズならではのタッグと
プログラムが実現！

[指揮]大植英次　[ピアノ]小山実稚恵　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」／ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.6/30（木） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890 
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

[指揮]大友直人　[ピアノ]上原彩子　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第3番 ハ短調 op.37／ベートーヴェン：交響曲 第3番 変ホ長調 op.55「英雄」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/26（水） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込） ※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/31(火）から一般発売
[お問い合わせ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890 
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.19 & 20

指
揮 

大
植
英
次

ピ
ア
ノ 

小
山
実
稚
恵

ピ
ア
ノ 

上
原
彩
子

指
揮 

大
友
直
人

横
山
だ
い
す
け

一般発売：5月16日（月）

V
ol.19

V
ol.2

0

先行予約：5/19（木）
一般発売：6/1（水）

©飯島 隆

©Rowand Kirishima

©Hideki Otsuka

チケット先行予約に関するお問い合わせ：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333

発売中
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各公演　A 5,000円　B 4,000円 C 3,000円  （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催] 公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール
チケット先行予約に関するお問い合わせ：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333

2022.11/25（金） 7:00PM
[指揮]尾高忠明　[ピアノ]岡田 奏　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ラヴェル：組曲「マ・メール・ロワ」／「ダフニスとクロエ」第2組曲／ピアノ協奏曲 ト長調／ボレロ
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは7/26（火）より一般発売

2022.8/25（木） 7:00PM
[指揮]尾高忠明　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
デュカス：ペリのファンファーレ／イベール：ディヴェルティスマン／ビゼー：「アルルの女」組曲（抜
粋）／ドビュッシー（ビュッセル編）：小組曲／：交響詩「海」
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/31（火）より一般発売

P I C K  U P  C O N C E R T

　

音
楽
監
督
就
任
以
来
、
5
年
連
続
で
〝
作
曲
家

シ
リ
ー
ズ
〞
を
展
開
す
る
尾
高
忠
明
と
大
阪
フ
ィ

ル
。
今
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
焦
点
を
あ
て
た

全
3
公
演
を
開
催
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
、
イ
ベ
ー
ル
、

ビ
ゼ
ー
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
と
い
っ
た
フ

ラ
ン
ス
の
作
曲
家
を
取
り
上
げ
て
い
く
。

　

こ
の
公
演
に
つ
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
感
覚

的
で
淡
い
色
の
イ
メ
ー
ジ
。
表
現
す
る
に
は
、
美

し
い
音
程
が
欠
か
せ
な
い
」、「
音
の
中
に
漂
う
香

り
や
色
を
感
じ
取
る
こ
と
は
音
楽
家
に
と
っ
て
と

て
も
大
事
」
と
話
す
尾
高
。
公
演
タ
イ
ト
ル
の
と

お
り
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
彩
り
豊
か
な
名
曲
、
聴

き
手
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
シ
ー
ン
の
数
々
を

楽
し
み
に
し
た
い
。

大
阪
フ
ィ
ル
と
尾
高
忠
明
。 

き
ら
め
き
に
満
ち
た

フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
届
け
る

全
3
公
演

Le coffre à musique ～音楽の宝石箱～

　

日
本
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
吹
奏
楽

団
オ
オ
サ
カ
・
シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
以
下
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
）。
今
回
の

第
１
４
３
回
定
期
演
奏
会
は
、
世
界
的
指

揮
者
で
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
芸
術
顧
問
で
も
あ

る
秋
山
和
慶
を
迎
え
、
20
世
紀
を
代
表
す

る
作
曲
家
た
ち
の
吹
奏
楽
作
品
を
多
数
演

奏
す
る
。

　

前
半
の
幕
開
け
は
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
が
自

作
曲
を
吹
奏
楽
用
に
編
曲
し
た
「
戸
外
の

序
曲
」。
朗
々
と
し
た
美
し
い
旋
律
と
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ソ
ロ
の
華
々
し
い
活
躍
が
聴

き
ど
こ
ろ
だ
。
続
く
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

「
管
楽
器
の
た
め
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ズ
」
は
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
死
に
捧
げ
た
追
悼
曲
で
、

「
春
の
祭
典
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ロ
シ
ア
民

謡
風
の
複
雑
な
響
き
と
リ
ズ
ム
が
特
長
。
そ

の
後
、
前
半
最
後
に
演
奏
さ
れ
る
の
が
、
高

名
な
教
育
者
で
も
あ
っ
た
パ
ー
シ
ケ
ッ
テ
ィ

の
代
表
作
と
し
て
名
高
い
交
響
曲 

第
６
番
。

標
準
的
な
４
楽
章
構
成
で
書
か
れ
た
約
15

分
の
作
品
だ
が
、
様
々
な
管
楽
器
の
緩
急

自
在
な
活
躍
に
加
え
、
打
楽
器
が
随
所
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
も
興
味
深
い
。

　

後
半
は
、
パ
ー
シ
ケ
ッ
テ
ィ
と
同
じ
く
教

育
活
動
に
積
極
的
だ
っ
た
ク
レ
ス
ト
ン
の
鮮

烈
な
「
祝
典
序
曲
」
か
ら
。
そ
し
て
ト
リ
を

飾
る
の
が
、
フ
サ
が
故
郷
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
の
首
都
で
起
き
た
変
革
運
動
の
失
敗

を
嘆
い
て
書
い
た
「
プ
ラ
ハ
１
９
６
８
年
の

た
め
の
音
楽
」。
大
編
成
と
超
絶
技
巧
を
必

要
と
さ
れ
る
難
曲
の
た
め
、
秋
山
＆
Ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ
に
し
か
な
し
え
な
い
名
演
が
期
待
さ
れ

る
。

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

20世紀を代表する作曲家たちの
豊かな吹奏楽・管楽合奏作品集！

[指揮]秋山和慶　[吹奏楽]Osaka Shion Wind Orchestra
----------------------------------------------------------------------------
A.コープランド：戸外の序曲／I.ストラヴィンスキー：管楽器のためのシンフォニー
ズ／V.パーシケッティ：交響曲 第6番 op.69（バンドのための交響曲）／P.クレス
トン：祝典序曲 op.116／K.フサ：プラハ 1968年のための音楽
----------------------------------------------------------------------------
2022.6/26（日） 2:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団

Osaka Shion Wind Orchestra 第143回定期演奏会

発売中

発売中
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Osaka Shion Wind Orchestra

先行予約：5/19（木）
一般発売：6/1（水）

2022.6/10（金） 7:00PM
[指揮]尾高忠明　[メゾ・ソプラノ]小泉詠子　[バリトン]原田 圭
[オルガン]大木麻理　[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベルリオーズ：序曲「ローマの謝肉祭」
プーランク：オルガン、弦楽とティンパニのための協奏曲 ト短調
デュリュフレ：レクイエム　※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは3/29（火）より一般発売

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

一般発売：7/27（水）

©飯島 隆
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